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　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　人造繊維工業において，紡糸液の紡糸能を知ることは最も重要なことの一つである。曳糸性

は紡糸能そのものではないが，紡糸能に密接に関連する性質であることは古くより知られてい

る。曳糸性の研究は，それが日常生活でも見受けられる現象であるためもあつて，古くより多

くの研究者1）により手をつけられているが，最近，レオμジーが商分子科学の急激な進歩に刺

戟されて急速に発展し，曳糸性もレオPジカルな立場から研究されるようになつた。中川2）は

曳糸性を継囲と糊単性型に纐し，粘弓　牲型曳糸性におV・て糸を曳くものはM・xw・11モ

デルで，糸を曳かないものはVGigtモデルで示されることを認めている。稲埴3）は亜硫酸パ

ルプからつくつたビスコースでは構造粘性が大きく曳糸性が小さいこと，所が硫化前に今一度

18％N・OH溶液刺こ浸濱して圧搾しヘミセル・一ズを除去したものでは・ビス・一スの状態が

改良され構造粘性が滅少し曳糸性は向上して，それとともに繊維の機械的性質が改良されるこ

とを認めている。

　酢酸繊維素溶液の曳糸性については前田，河奮4）が，ある曳糸速度で曳糸性が極大となるこ

と，濃度が大となる程この極大曳糸長は大となり，最適曳糸速度は小となること，および重合

度，溶媒力の影響についても知見を得ている。

瀦等は前報・・において，醐鰍維素一アセトン湘斐について・その曳糸条件溝i牲と衷而

張力によつて，どのように規定されるかを調査した結果，

　　　　・一㌫

　　　　η・粘度（・，G．・．）Z，s・曳糸）蝦（・m／・ec）γ・表面張力（・・・…）

で示される曳糸条件6）を満す温度まで下げると，糸を曳き始めることを服告した。

本報では醐麟維素一アセトン溶椥こついて洩糸・1生と曳糸速度・濃度，温度・さらに糊i

性との関係を調査し，アセテート紡糸の基礎的研究の一一一LVJとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法

　lll乍酸繊維素は大日本セルロイ・ドG・朱）製，重合度180，酢化度55のものを用い，之をアセト

ンに溶解し，重量％でその濃度を示した。

　曳糸長の測定は前報5）で報告した方法を用いた。即ち溶液中に浸したガラス棒を一定速度で

引き上げ，切断時の長さを以て曳糸長とした。
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　粘弾性の測定は竹中の考案によるオシレイショナルレオメー－rターにより，Hatschek7），　Sch－

wedoff8）の式

　　　　・一轟G｝ズ，きう

　　　　G累轟（1　　1r12　r22）

を用いて，溶液の動的な粘性係数ηおよび剛性率Gを求めた。RおよびEはそれぞれ試料溶液

の粘性抵抗係数および弾性抵抗係数であり，リサージュー図法により測定される。なおr1お

よびr2はそれぞれ内筒および外筒の半径，1は内筒の試料溶液に浸つた部分の侵さである。

このリサージュー図法9）10）11）によるRおよびEの測定は，試料の粘弾性が線型であるという仮

定の上に立つている。また此の方法による粘弾性の測定はすべて試料溶液の慣性抵わtを無視し

た運動方程式から出発しているので，実験は極低周波領域で行なうよう留意した。

実験結果及び考察

　先ず，酢酸繊維素濃度C　＝＝　13．4％の溶液につき，曳糸長と温度との関係を曳糸速度，18cm／

sec，14crn／sec，10cm／sec，6，8cm／sec，1，8cm／secそれぞれにつき求めると第1図の如く

なる。第1図より，曳糸速度を増加すると曳糸長の増加することは勿論であるが，曳糸長はあ

る温度で極大を示し，極大曳糸長附近の曳糸長を示す温度範囲は曳糸速度の増加と共に狭くな

り，極大曳糸長を示す温度が，曳糸速度の増加と共に筒温倶IIへ移行することが分る。

　次に20°Cにおいて試料濃度を12％から最高30％までとり曳糸速度の常用対数Iog　vと曳糸

長との関係を求めると第2図のようになる。第2図より，濃度が増加するにつれて極大曳糸長

も大となるが，それは徐々に曳糸速度小の方向に移動して来る。また極大曳糸長附近の曳糸長

を与える109Vの範囲が試料濃度の上昇と共に狭くなつて来ることが分る。

　第3図には曳糸速度1．7cm／secにおける温度と曳糸長との関係を試料濃度をパラメーター
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少し低温まで測定すれば同様のことが言えるのでないかと思われ，第3図はあたかも第4図の

極大点より：右側を測定したもののようである。

　第5図には濃度をパラメーターとして粘性係数ηと温度との関係を示す。また簾6図に岡様

岡1j性率Gと温度の関係を示した。曳糸長についての同様の関係は第3図に示されているが，三

つの図は大体よく似た傾向を示している。すなわち曳糸性と粘性係数ηおよび剛性率Gとは密

接な関係にあることが分る。以上より弾性に比して粘性が小さすぎるために糸が切断する場合

は，溶質濃慶を大とし，温度を下げるか，或いは曳糸速度を大とすることにより曳糸長は大と

なり又粘性が高すぎるため曳糸性が悪い場合には之と逆になることが分る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The　spinnability　and　visco＿elastic　properties　of　cellulose　acetate　solution　in　acetone　were

measured　under　various　conditions，、　and　the，　relation　between　these　properties　was　sought

for．　In　this　experiment　we　found　the　fol正owing　facts：

　　　（1）　In　the　spinnability－temperature　curve　under　constant　concentration　and　cons亡ant

velocity　of　spinning，　we　could　find　the　maximum　point，　and　this　maximum　point　was　higher

in　high　velocity　of　spinning　than　in　Iow　velocity，　and　moved　to　high　temperatures　with

increased　velocity　of　spinning．

　　　（2）In　the　spinnability－log　v　curve　under　constant　temperature　and　constant　concentration，

we　could　find　the　maximum　point．　The　maximum　po｛nt　was　high　in　h｛gh　concentration　and

m（⊃ved　to　the　Iow　log　v　with　increased　concentration。

　　　〔8）The　spinnability　was　closely　connected　with　the　visco＿elastic　properties，


